
The Society for the Study of the Origin and Evolution of Life JAPAN (SSOEL)

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　the 　Study 　of 　the 　Orlgln 　and 　Evolutlon 　of 　Llfe 　JAPAN 　（SSOEL ｝

團 　　　 芳香族ア ミノ酸の エ ネル ギー緩和過程

Energy　relaxation 　prooesses　of　aromatic 　amine 　acids

　　O 田 邊真依子 ［1］
， 泉雄大［1］

， 桃木洋平
［1］

， 犬石 恵子
工2】

， 谷 川 能章
［2］

， 中川 和道
［1・2］

　　　　田神戸大学大学院 人 間発達環境学研究科 ，

［2］
神戸大学 発達科学部

OMaiko　Tanabe［1］，　Yudai　izumi［ij，　Yohei　Momoki田，　Keiko　lnuishi［2］
，　Yoshiaki　TanigawaR］，

　　　　　　　　 Kazumichi　Nakagawa［i・2】（［1】・［2］Kobe　University）

　芳香族ア ミノ酸は ， （1）その 共鳴構造のため紫外域に吸収感度をもち紫外線セ ン サ
ー

の役割

を果たす他 ， （2）芳香環からの 発光を起こす， （3）放射線などに よる高い エ ネルギー励起を受け

たさい共鳴構造を経てそ の エ ネル ギ
ー

を散逸させ る効率が高いた め 高い耐 放射線性をもつ と

期待されるなどの特徴 を有する．（2）（3）の 特徴から我々 は ， 芳香族ア ミノ酸は他の アミノ酸と比

較して化 学反応収率が低いの ではないか と予測し， 代表的な芳香族アミノ酸であるトリプトフ ァ

ン （以 下 ， Trp）に つ い て ， 発光量子効率と化学反応量子効率を測定し， 比較考察を試み た．
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起状態に 由来するかを系統的に調べ た．得られた結果（Trpの 発光励起ス ペ クトル ）を Fig．1に

示す．

　Fig．1から， 172　nm における発光量子効率を 0．11と見積もっ た．別の実験からTrpの 172　nm

における光分解反応の量子効率 φを 0．05−0．07 と決定した．この φの 値はア ス パラギン 酸の

O．18， アラニ ン の 0．08，
バ リン の O．15に比ぺ て確かに小さい．こ の結果は上 記（3）を支持するも

の と結論 した．他の芳香族アミノ酸に つ い ても同様の 実験を行う予定である．

　 Trpの 発光ス ペ クトル ， 発光励起ス ペ クトル を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1．e
測定した．膜厚 10μ m 程度のア ミノ酸 蒸着膜 を

ステンレス基板（13× 17mm2 ， 厚み 0．3　mm ，　　　 ・ s

材質 SUS304）上に作成した．発光ス ペ クトル 測 　　菷

驂黝 默朧 論覊 鶚獗 葺：：
た 励起光を照射し， 生 じた発光を真空チ ャ ン バー

外 に取 り出し， 可視光分光器（Acton，　SpectraPro−…　 2

300i）で分光し CCD で 検出した．励起波長は

Kamoharaに よる吸収ス ペ クトル
［1］を基に選択した．

　測定の 結果 ， 丁rp の 発光ス ペ クトル は 333　nm

にピークをもつ ことが分か っ た．そこ で受光波長を
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